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Abstract.  Plesiosaur fossils are only scarcely known from the Upper Cretaceous of southwestern Japan. Here, 
we describe a plesiosaur fossil from the Upper Cretaceous Izumi Group of Kagawa Prefecture, southwestern 
Japan. The fossil is identified as the diaphysis of a left propodeal, and it belongs to an adult individual because 
the tuberosity or trochanter is differentiated from the capitulum (sense Brown, 1981). The preaxial margin is 
concave, and the tuberosity or trochanter is narrow and posteriorly located in dorsal view. This combination is 
observed in some specimens of the Elasmosauridae and Leptocleidia, but preservation of the described propodial 
is insufficient to identify even at the family level. Therefore, the specimen is identified as an indeterminate 
Xenopsaria, which is a clade that include the Elasmosauridae and Leptocleidia. Although fragmentary, the 
specimen is an important record as the first confirmed adult individual of a plesiosaur recorded in this area.

Key words:   Plesiosauria, Izumi Group, Campanian, Kagawa, Japan.

はじめに

長頸竜類は，三畳紀のピストサウルス類から派生した
鰭竜類の1グループである（Rieppel, 2000）．本邦では，
長頸竜類化石の8割以上が北海道の蝦夷層群と福島県の
双葉層群より産出しており，西南日本からの産出記録は
極めて少ない（小畠ほか, 2007; Sato et al., 2012）．

1991年6月に，香川県東かがわ市在住の黒田武志氏は，
同市入野山（旧大川郡白鳥町入野山）の上部白亜系和泉
層群より長頸竜類化石（MNHAH D-1048038）を発見し
た（図1）．1991年7月27日，黒田氏は，著者の一人であ
る仲谷英夫（当時：香川大学，現在：鹿児島大学）と坂
東一郎氏（徳島県板野郡在住），両角芳郎博士（当時：徳
島県立博物館）と供に，化石発見地点の調査を行い，露
頭より本標本を採取した．本標本は，方解石脈により骨
幹中部で近位部と遠位部に分断されていた．断面に付着
していた方解石は，著者の一人である中谷大輔により，
5%酢酸水溶液を用いて取り除かれた．それぞれの断面 
が完全に一致したことから，欠損部は無かったと考えら

れる．
これまでに上部白亜系和泉層群より産出した長頸竜類

化石としては，3点の遊離した歯と1点の上腕骨が報告さ
れている．このうち，淡路島南部の下部マーストリヒチ
アン下灘層産の歯1点と香川県の上部カンパニアン産の
上腕骨は，属種不明のPlesiosauroideaと同定された（佐
藤, 1995; 谷本･小川, 2002; 後者の年代論は谷本・金澤, 
2000）．これに対し，淡路島産の歯と同地点から産出し
た2点目の歯は，Elasmosauridaeのものである可能性が
高い属種未定のPlesiosauroideaとされている（谷本・小
川, 2002）．3点目の歯は愛媛県松山市の中部カンパニア
ン黒滝層から産出したもので，同様にElasmosauridaeの
標本である可能性が示唆されている（佐賀ほか, 2021）．

本標本MNHAH D-1048038は和泉層群より産出した希
少な長頸竜類化石の追加標本である．また，後述の通り
成体の四肢骨の標本であることから，幼体の四肢骨や遊
離歯の標本より分類学的な形質を検討しやすい．そこで
本稿ではこの標本を記載し，他の白亜系長頸竜類化石と
詳細に比較した．なお，本稿は中谷・仲谷（2010）によ
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り古生物学会2010年年会で発表された内容に，その後の
成果を加え，訂正を行ったものである．

地質概説

和泉層群は，中央構造線の北側に位置し，愛媛県松山
市から和泉山脈東部まで，東西に細長く分布した後期白
亜紀の海成層である（宮田ほか, 2009; 西村, 2016）．和
泉層群の形成は，中央構造線の左横ずれ運動の影響を受
けており，西部から東部に向かって，時間的・空間的変
化が認められる（Taira et al., 1983; 高橋, 1986; 野田ほ
か, 2010など）．各地域で層序区分が異なるが，大局的に
は，北縁に分布する非タービダイト相の北縁相と，北縁
相の南側に広く分布するタービダイト相の主部相，淡路
島の南部にのみ分布する非タービダイト相の南部相に分
けられる（市川ほか, 1979; 近畿西部MTL研究グループ, 
1981; Morozumi, 1985）．

和泉層群東部に位置する阿讃山脈周辺の北縁相は，下
位より城山層と引田層，滝久保層，堀田層，日開谷層，坂
東層の6層に区分される（Yamasaki, 1986）．これらのう
ち，東かがわ市入野山には引田層が分布する（中川, 1960; 
Yamasaki, 1986）．引田層は，半遠洋性堆積物の砂質泥岩
と泥岩で構成される（Yamasaki, 1986）．本標本は本調査
地域の泥岩層より直接採集された．これまでに本調査地
域からは，頭足類のDidymoceras sp.の産出が報告されて
いる（中川, 1960; 須鎗, 1973; 坂東・橋本, 1984）．和泉
層群のアンモナイト化石層序に基づくと，Didymoceras 
sp.は，Morozumi（1985）のDidymoceras sp. Zoneの特
徴種とされる．さらに，Hashimoto et al.（2015）による
と，Didymoceras sp. Zoneの地質年代は，放散虫化石層序
のArchaeodictyomitra lamellicostata Zoneに相当し，後期

カンパニアン前期とされる．よって，本調査地域の地質
年代は後期カンパニアン前期と考えられる．この年代値
は，後期白亜紀の古地磁気層序（小玉, 1990; 小玉ほか, 
2002）の結果とも調和的である．

標本の記載

Sauropterygia Owen, 1860
Plesiosauria de Blainville, 1835
Plesiosauroidea Welles, 1943

Xenopsaria Benson and Druckenmiller, 2014
Family, Genus and Species Indeterminate

標本番号（所蔵機関）：MNHAH D-1048038（兵庫県立
人と自然の博物館）
保存部位：左上腕骨もしくは左大腿骨（図2）
産地：香川県東かがわ市入野山（旧大川郡白鳥町入野山）
（N34°11′34.4″，E134°17′7″）．
層準：上部白亜系和泉層群引田層
時代：後期カンパニアン前期（Hashimoto et al., 2015）
発見者：黒田武志氏（香川県東かがわ市在住）

和泉層群から産出しているウミガメ類（平山ほか, 2006; 
谷本, 2006; 原ほか, 2018）やモササウルス類（Tanimoto, 
2005）の上腕骨や大腿骨は，骨幹中部が扁平或いは背腹
どちらか一方が凸状となるものが多いが（Russel, 1967; 
平山, 1992），本標本の骨幹中部は円柱状である．また，
近位端と遠位端が破損しているが，遠位に向かうほど
前後方向に広がり，遠位部で背腹方向に薄く扁平な外
形を示すことから，長頸竜類の上腕骨，もしくは大腿骨
だと考えられる（O’Keefe, 2001）．上腕骨と大腿骨の外
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図1．MNHAH D-1048038の産出地点（★：香川県東かがわ市入野山）．
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形は酷似しているが，Polycotylidaeを含むLeptocleidia
とElasmosauridaeの一部の分類群において，上腕骨の近
‐遠位方向の骨軸がS字に湾曲することが知られている

（Benson and Druckenmiller, 2014）．本標本の近‐遠位方
向の骨軸は直線的であるため大腿骨の可能性が示唆され

るものの，近位部が摩耗し遠位部が欠損しているため，近
位部が前方に傾き，遠位部が後方に広がっていたことを
完全に否定することができず，全体的にS字に湾曲して
いた可能性がある．そのため，部位については上腕骨も
しくは大腿骨とした．近‐遠位方向の最大長は291.5 mm，
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図2．香川県東かがわ市入野山より産出したXenopsaria（MNHAH D-1048038）の左上腕骨もしくは左大腿骨．A, A’, 腹側観；B, B’, 前面観；
C, C’, 背側観；D, D’, 後面観；E, E’, 近心観；F, F’, 遠心観．略字：cap, 骨頭；tu / tr, 結節もしくは転子；cr, 稜．斜線部は破断面を示す．
灰色部は充填材を示す．
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近位端幅は75.6 mm，遠位端幅は166.7 mmである．その
他の計測値は表1に示し，計測箇所は図3に記した．破損
していない状態の最大長を推定することは難しいが，他
の長頸竜類の上腕骨や大腿骨の形態から360 mm前後で
あったことが示唆される．

骨幹中部の断面は円形で，遠位に向かうほど，前後方
向に長軸をもつ楕円形へと変化する．骨幹内部は，皮質
骨が薄く，海綿骨が大部分を占めており，中心部に髄腔

は認められなかった（図4）．背側から見ると，前縁と後
縁は同程度の緩やかな曲線を示す．近位部の結節もしく
は転子は，背側面後方に位置し，骨頭と分かれている．
前側から見ると，近－遠位方向の骨軸に対して遠位部が
背側にやや傾いている．後面の遠位部には，明瞭な稜が
認められた．

考察

本標本の成長段階
結節もしくは転子が骨頭と分かれていることから，本

標本は成体（sensu Brown, 1981）の上腕骨もしくは大腿
骨であると考えられる．また，骨幹の皮質骨が薄く，中
心部の骨海綿質化が発達しており，骨幹内部に髄腔が確
認できないことからも成体であると考えられる（Moodie, 
1916; Wiffen et al., 1995, Liebe and Hurum, 2012: O’Keefe 
et al., 2019）．

本標本の分類
Benson and Druckenmiller（2014）によると，長頸竜類

は大きくRhomaleosauridaeとPliosauridae，Plesiosauroidea
に分岐する．PliosauridaeにはBrachaucheninaeが含ま
れており，Plesiosauroideaの中の主要な分類群である
CryptoclidiaはCryptoclididaeとXenopsariaに分岐する．
このうち，白亜紀の長頸竜類は，Brachaucheninaeと
Cryptoclididae，Xenopsariaの3系統に集約される．しか
しながら，白亜紀に生息したMonquirasaurus boyacensis
などの一部のPliosauridaeがBrachaucheninaeとは別の系
統であることが示唆されている（Noé and Gómez-Pérez, 
2022）．また，亜成体とされるホロタイプのみから知られ
るStenorhynchosaurus munoziについては系統解析がなさ
れておらず，Brachaucheninaeの共有派生形質を多数共有
するものの，他のPliosauridaeとの系統関係がよくわかっ
ていない（Páramo-Fonseca et al., 2016）．そこで本稿で
は，それらとBrachaucheninaeを白亜紀のPliosauridaeと
して，他の2系統とともに，近年の系統解析で用いられ
ている形質と化石の大きさに基づいて本標本と比較した

（Benson et al., 2012; Benson and Druckenmiller, 2014; 
Otero, 2016; Serratos et al., 2017）．なお，本標本が断片
的な資料であり，分岐分析を行うにはあまりにも不足す
る情報が多いことから，分岐分析は行わなかった．

白亜紀のPliosauridaeについては，上腕骨もしくは大
腿骨が発見されているLuskhan itilensisとMonquirasaurus 
boyacensis，Sachicasaurus vitae，Stenorhynchosaurus 
munoziと本標本を比較した（表2）．L. itilensisの上腕骨
は，結節の幅が骨頭と同程度で骨軸の中央に位置してお
り（Fischer et al., 2017），M. boyacensisの大腿骨は，転
子が背側面の前方に位置していることから，本標本と区
別することができる（Noè and Gómez-Pérez, 2022）．背

Explanation for the measuring points (Fig. 3) Measurements
(mm)

1 anteroposterior length of the proximal end 75.6

2 dorsoventral length of the proximal end 95.9

3 anteroposterior length of the narrowest part
   of the diaphysis 80.5

4 dorsoventral length of the narrowest part of
   the diaphysis 79.5

5 anteroposterior length of the distal end 166.7

6 dorsoventral length of the distal end 68.2

7 greatest proximodistal length 291.5

8 length of the crest 82.1

表1．MNHAH D-1048038の計測値．
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図3．MNHAH D-1048038の計測箇所．A, 近心観；B, 背側観； 
C, 後面観；D, 遠心観察．番号は表1に対応する．
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側観における前縁が，骨頭基部から遠位に向かって直線
的なS. munoziの上腕骨と大腿骨は，前縁が凹型に湾曲し
ている本標本とは異なる（Páramo-Fonseca et al., 2016）．
その他の標本の上腕骨と大腿骨は本標本に似た外形を示
すが，本標本が成体標本であるにも関わらず，比較され
たPliosauridaeの標本より明らかに小さい（図5）．その
ため，本標本が白亜紀のPliosauridaeに属さない可能性が

高い．また，チューロニアンより若い年代であることが
確実なPliosauridaeがこれまでに報告されていないことか
らも（Madzia, 2016; Madzia et al., 2018），後期カンパニ
アン前期の本標本がPliosauridaeに属する可能性は低いと
考えられる．

Cryptoclididaeは，ジュラ紀のCryptoclidus eurymerusや
Muraenosaurus leedsiiに代表されるPlesiosauroideaの1グ

A B

C

C

proximal

posterior

ventral

posterior 2 cm

C

5 mm

B

5 cm

図4．MNHAH D-1048038の骨幹近位部からの横断面図．A, 断面の位置；B, 断面の写真；C, Bの四角で示した部分の拡大写真．

Parts

Preaxial margin of distal
part in dorsal or ventral
view (B12: ch 188;
BD14: ch 245; O16: ch
245; S17: ch 245)

Width of tuberosity or
trochanter: (Modified from
BD14: ch 252, 253; O16,
ch 252, 253; S17: ch 252,
253)

Tuberosity or
trochanter position References

Pr concave narrower than capitulum posterior

Hu - equal to capitulum center
Fe - - -
Hu concave - -
Fe concave narrower than capitulum anterior
Hu concave - -
Fe concave - -
Hu straight - -
Fe straight - -

Hu - - -
Fe straight narrower than capitulum posterior

Páramo-Fonseca et al.,
2018

Stenorhynchosaurus
  munozi

Páramo-Fonseca et al.,
2016

Fischer et al., 2017

Monquirasaurus
  boyacensis

Species

MNHAH D-1048038

Luskhan itilensis

Abyssosaurus
  nataliae

Sachicasaurus vitae

Pliosauridae

Noè and Gómez- Pérez,
2022

Berezin, 2011

Cryptoclididae

表2．白亜紀のPliosauridae及びCryptoclididaeの上腕骨及び大腿骨との形質の比較．略字：B12, Benson et al.（2012）；BD14, Benson and 
Druckenmiller（2014）；O16, Otero（2016）；S17, Serattos et al.（2017）；ch, 形質；Pr, 上腕骨もしくは大腿骨；Hu, 上腕骨；Fe, 大腿骨；
D. N., per. Obs，著者の一人である中谷の標本観察に基づく見解．
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ループで，白亜紀からはAbyssosaurus nataliaeが知られて
いる（Berezin, 2011; Benson and Druckenmiller, 2014）．
A. nataliaeの大腿骨は，背側観における前縁が直線的で
あるため，本標本と区別することができる（表2）．上腕
骨は断片的にしか発見されておらず，本標本と比較する
ことができない．しかしながら，A. nataliaeの化石が下
部白亜系オーテリビアン階から産出し，本標本が上部白
亜系カンパニアン階から産出したことを考慮すると，両
者が同じ分類群に属す可能性は極めて低い．

Benson and Druckenmiller（2014）によって提唱され
たXenopsariaは，「Cryptoclidus eurymerus，Plesiosaurus 
dolichodeirus，Rhomaleosaurus cramptoni，或いはPliosaurus 
brachydeirusよりも，Elasmosaurus platyurus，Polycotylus 
latipinnis，Leptocleidus superstesに近いすべての分類群
を含むクレード」である．このクレードは，著しく首
が長く進化したElasmosauridaeと比較的小型で首が短い
Leptocleidiaに二分され，後者にはPolycotylidaeが含まれ
る．

Elasmosauridaeの上腕骨・大腿骨を本標本と比較する
と，Cardiocorax mukuluの大腿骨は化石の保存状態が悪く
正確な輪郭が推定に留まるものの，本標本に近い外形を
示すことが示唆される（Marx et al., 2021）．Kawanectes 
lafquenianumの上腕骨と大腿骨，Styxosaurus snowii 

（＝“Alzadasaurus pembertoni ”）とZarafasaura oceanisの
上腕骨においては，本標本と同様に背側観における前縁
が凹型に湾曲しており，結節の幅が骨頭より狭く，背側
面後方に位置している（表3）．しかし，本標本と比べ
ると骨幹が遠位の広がりに対して短くがっしりしている

（図6）．
Polycotylidaeに含まれない白亜紀のLeptocleidiaの標本

で上腕骨・大腿骨の形態が比較できるものは，表3に挙
げた通りである．Brancasaurus brancai（＝“Gronausaurus 
wegneri ”）の大腿骨は，腹側面しか見られないため結節

の特徴を確認できないが，本標本と同様に前縁が凹型に
なっている（Sachs et al., 2016; 表3）．その他には，比
較した3つの特徴がいずれも本標本と共通している種は
ない．

Polycotylidaeにおいては，Dolichorhynchops osborniの
ホロタイプ（幼体）の大腿骨（Williston, 1903; Carpenter, 
1996）が本標本に比較的近い外形を示す（図6）．また，
Mauriciosaurus fernandeziのホロタイプの四肢骨は腹
側面しか見られないため結節の特徴を確認できないが，
大腿骨で同様に前縁が凹型になっている（Frey et al., 
2017; 表3）．同年代のカンパニアンから報告されている
Polycotylidaeの成体標本の上腕骨・大腿骨においては，前
縁が直線かやや凸である点が本標本と異なる（Polycotylus 
latipinnis，P. sopozkoi，D. bonneri等; 表3）．しかしこれ
らの成体標本の最大長は本標本の推定サイズより大きく，
本標本は成体と判断されるものの成長段階の詳細な比較
はできない．これらのことから，Polycotylidaeである可
能性を否定することは難しいのではないのだろうか．

後 期 白 亜 紀に生 息していた長 頸 竜 類の系 統のう
ち，形態と年代の観点から，本標本はPliosauridaeと
Cryptoclididaeのものではない可能性が高い．本標本と類
似した形態はElasmosauridaeとLeptocleidiaの幾つかの種
に見られることから，本標本はそれらのクレードを包含
するXenopsariaと同定した．なお，Xenopsariaは白亜紀
を通して繁栄したクレードであり，本邦上部白亜系から
ElasmosauridaeとPolycotylidaeの化石が発見されている
ことから，本標本の地質年代とも矛盾していない（小畠
ほか, 2007; Sato et al., 2012）．

和泉層群のその他の長頸竜類との比較
最後に，本標本を和泉層群からこれまでに報告された

長頸竜類化石と比較する．産出地点と層準がほぼ同じ
Plesiosauroideaの上腕骨は，骨頭と結節が分離しておらず，

20 cm
Hu

H

Fe

G

Hu

F

Fe

E

Hu

D

Fe

C

Fe

I

Hu

B

A

proximal

posterior

図5．白亜紀のPliosauridaeの上腕骨及び大腿骨との外形の比較図．A, MNHAH D-1048038；B, C, Luskhan itilensis（B, 右上腕骨を反転）； 
D, E, Monquirasaurus boyacensis；F, G, Sachicasaurus vitae（F, 右上腕骨を反転）；H, I, Stenorhynchosaurus munozi（H, 右上腕骨を反転）．
略字：Hu, 上腕骨；Fe, 大腿骨．斜線部は破断面を示す．
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Parts

Preaxial margin of distal
part in dorsal or ventral
view (B12: ch 188;
BD14: ch 245; O16: ch
245; S17: ch 245)

Width of tuberosity or
trochanter: (Modified from
BD14: ch 252, 253; O16,
ch 252, 253; S17: ch 252,
253)

Tuberosity or
trochanter position References

Pr concave narrower than capitulum posterior

Hu concave - -
Fe concave narrower than capitulum center
Hu concave equal to capitulum anterior
Fe concave narrower than capitulum anterior
Hu concave narrower than capitulum anterior
Fe concave - -
Hu convex narrower than capitulum posterior
Fe convex narrower than capitulum center
Hu straight - -
Fe concave - -
Hu convex equal to capitulum posterior
Fe convex equal to capitulum posterior
Hu straight - -
Fe concave - -
Hu straight narrower than capitulum posterior
Fe concave narrower than capitulum center
Hu straight narrower than capitulum posterior
Fe concave narrower than capitulum center
Hu straight or convex equal to capitulum posterior
Fe concave narrower than capitulum center

Kaiwhekea katiki Fe straight equal to capitulum center Cruickshank and
Fordyce, 2002

Hu concave narrower than capitulum posterior
Fe concave narrower than capitulum posterior

Lagenanectes
  richterae Pr - narrower than capitulum posterior Sachs et al., 2017

Hu straight or concave - -
Fe concave - -
Hu straight narrower than capitulum center
Fe concave narrower than capitulum center
Hu - - -
Fe concave narrower than capitulum center
Hu concave narrower than capitulum posterior

Fe concave narrower than capitulum center
Styxosaurus snowii
(="Alzadasaurus
  kansasensis" )

Fe straight or convex narrower than capitulum center
Welles, 1952;
Carpenter, 1999; D. N.,
per. obs.

Styxosaurus snowii
(="Thalassonomo-
  saurus marchii" )

Hu straight or convex narrower than capitulum posterior
Welles, 1943;
Carpenter, 1999; D. N.,
per. obs.

Styxosaurus browni
(="Hydralmosaurus
  serpentinus" )

Hu straight or convex narrower than capitulum center
Welles, 1952;
Carpenter, 1999; Otero,
2016; D. N., per. obs.

Styxosaurus sp.
(="H. serpentinus" ) Fe straight narrower than capitulum center

Welles, 1952;
Carpenter, 1999; Otero,
2016;  D. N., per. obs.

Hu straight or concave narrower than capitulum posterior
Fe straight or concave narrower than capitulum anterior

Otero et al., 2014

Welles, 1962;
Carpenter, 1999

Aristonectes
  quiriquiensis

Styxosaurus snowii
(="Alzadasaurus
  pembertoni" )

 Welles, 1943, 1952

Sato et al., 2006; D. N.,
per. obs.

Welles, 1943, 1952Hydrotherosaurus
  alexandrae

Jucha squalea

Kawanectes
  lafquenianum

Sachs and Kear, 2017Libonectes morgani
(="L. atlasense" )

Morenosaurus stocki

Nakonanectes bradti

Fischer et al., 2021

Welles, 1943

Serratos et al., 2017

Welles and Bump, 1949

Sato, 2003

Species

MNHAH D-1048038

O'Gorman, 2016

Futabasaurus
  suzukii

Fresnosaurus
  drecheri

Callawayasaurus
  colombiensis

Fluvionectes
  sloanae Campbell et al., 2021

Elasmosauridae
Albertonectes
  vanderveldei

Aphrosaurus furlongi

Cardiocorax mukulu Araujo et al., 2015;
Marx et al., 2021

Kubo et al., 2012; D. N.,
per. obs.
Welles, 1943;
O'Gorman, 2020

Terminonatator
  ponteixensis

表3．Xenopsariaの上腕骨及び大腿骨との形質の比較．略字については表2参照．
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Parts

Preaxial margin of distal
part in dorsal or ventral
view (B12: ch 188;
BD14: ch 245; O16: ch
245; S17: ch 245)

Width of tuberosity or
trochanter: (Modified from
BD14: ch 252, 253; O16,
ch 252, 253; S17: ch 252,
253)

Tuberosity or
trochanter position References

Pr concave narrower than capitulum posterior

Hu straight or convex narrower than capitulum center

Fe concave equal to capitulum center
Thalassomedon
  haningtoni
(="Alzadasaurus
  riggsi" )

Hu straight or convex narrower than capitulum posterior Welles, 1943, 1962;
Carpenter, 1999

Hu concave - -

Fe concave narrower than capitulum center

Hu concave equal to capitulum posterior
Fe concave narrower than capitulum center

Wapuskanectes
  betsynichoollsae Hu straight - - Druckenmiller and

Russell, 2006; D. N.,
Hu concave narrower than capitulum posterior
Fe concave narrower than capitulum -

non-polycotylid Leptocleidia
Hu straight or convex narrower than capitulum posterior
Fe concave narrower than capitulum center
Hu convex - -

Fe concave - -

Hu straight or convex narrower than capitulum anterior
Fe straight or convex narrower than capitulum posterior

Leptocleidus superstes Hu. straight or convex - -
Druckenmiller and
Russell, 2008b; Kear
and Barret, 2011;

Hu straight or convex equal to capitulum center
Fe straight or convex narrower than capitulum center
Hu straight or convex narrower than capitulum anterior
Fe straight or convex narrower than capitulum anterior

Polycotylidae
Hu straight or convex equal to capitulum center or posterior
Fe  concave narrower than capitulum posterior

Hu. straight or convex equal to capitulum posterior

Fe straight or convex narrower than capitulum anterior

Hu straight or convex narrower than capitulum posterior
Fe straight or concave narrower than capitulum center

Edgarosaurus muddi Hu straight or convex - - Druckenmiller, 2002
Hu straight or convex narrower than capitulum posterior
Fe straight or convex narrower than capitulum anterior

Manemarqus
  anguirostris Fe straight or convex - - Buchy et al., 2005

Hu straight or convex - -
Fe concave - -
Hu straight or convex - -
Fe straight or convex narrower than capitulum center

Brancasaurus brancai

Brancasaurus brancai
(="Gronausaurus
  wegneri" )

Zarafasaura oceanis

Thalassomedon
  haningtoni

Tuarangisaurus sp.
(="Mauisaurus
  haasti" )

Vegasaurus molyi

Leptocleidus clemai

Umoonasaurus
  demoscyllus

Dolichorhynchops
  osborni

D . bonneri

D . tropicensis

Nichollsauria borealis

Cruickshank and Long,
1997

Wegner, 1914; Sachs et
al., 2016

Wegner, 1914; Sachs et
al., 2016

Lomax and Whal, 2013

Welles, 1943;
Carpenter, 1999; Sachs
et al., 2021

Hiller et al., 2005, 2017

O'Gorman et al., 2015

Species

MNHAH D-1048038
Elasmosauridae (cont.)

Mauriciosaurus
  fernandezi

MacKean, 2012

Albright et al., 2007

Frey et al., 2017

Schumacher, 2007Pahasapasaurus
  haasi

Druckenmiller and
Russell, 2008a, 2009

Kear et al., 2006

Williston, 1903;
Carpenter, 1996
Adams, 1997; Sato and
Storrs, 2000;
Schumacher and Martin,
2015

Eopolycotylus rankini

表3．つづき．
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近位端及び遠位端の関節面が丸いことから，幼体のもの
とされ，最大長は142 mmしかない（谷本・金澤, 2001）．
つまり，この標本の最大長は今回記載した標本の半分以
下であり，本標本より遥かに小さな個体のものであるこ
とが明らかである．しかし成長に伴う形態変化を考慮す
ると，成体である本標本と谷本・金澤（2001）の標本が
同種もしくは近縁種に属するかどうかは不明である．そ
の他の和泉層群産長頸竜類化石は遊離歯であることから，

本標本との直接的な比較ができず，成体のものであるか
どうかも判断が難しい（佐藤, 1995; 谷本・小川, 2002; 
佐賀ほか, 2021）．本標本は断片的な標本ではあるものの，
成体であることが確認できる標本としては初の報告であ
る．

和泉層群の長頸竜類化石は発見例が少なく保存状態も
悪いが，後期白亜紀カンパニアン～マーストリヒチアン
に北西太平洋地域に生息していた長頸竜の多様性を解明

Parts

Preaxial margin of distal
part in dorsal or ventral
view (B12: ch 188;
BD14: ch 245; O16: ch
245; S17: ch 245)

Width of tuberosity or
trochanter: (Modified from
BD14: ch 252, 253; O16,
ch 252, 253; S17: ch 252,
253)

Tuberosity or
trochanter position References

Pr concave narrower than capitulum posterior
Polycotylidae (cont.)

Hu straight or convex - -
Fe straight or convex - -

Hu straight or convex equal to capitulum posterior

Fe straight or convex narrower than capitulum anterior

Hu straight or convex - -

Fe straight or convex - -

Hu straight or convex equal to capitulum center
Fe straight or convex - -

Trinacromerum
  bentonianum Hu straight or convex - - Schmacher and

Everhart, 2005

Hu straight or convex equal to capitulum center

Fe straight or convex narrower than capitulum posterior

Russell, 1935;
Carpenter, 1996; Sato
and Storrs, 2000;
Schumacher and Martin,
2016

Carpenter, 1996;
O'Keefe and Chiappe,
2011; Schumacher and
Martin, 2016; D. N., per.
obs.

Trinacromerum
  bentonianum
(="T . anonyumum ")

Williston, 1908;
Carpenter, 1996; Sato
and Storrs, 2000;
Schmacher and
Everhart, 2005; D. N.,
per. obs.

Albright et al., 2007Palmulasaurus
  quadratus

Polycotylus latipinnis

Polycotylus latipinnis
(="Trinacromerum
  kirki")

Polycotylus sopzkoi Efimov et al., 2016

Species

MNHAH D-1048038

10 cm

A C

Hu

E

Hu

D

Hu

I

Fe

B

Fe Fe

G

Hu

F

Elasmosauridae proximal

posterior

Fe

H

Leptocleidia

図6．Xenopsariaの上腕骨及び大腿骨との外形の比較図．A, MNHAH D-1048038；B, Cardiocorax mukulu；C, Styxosaurus snowii（＝“Alzadasaurus 
pembertoni ”）（右上腕骨を反転）；D, Terminonatator ponteixensis；E, Zarafasaura oceanis（右上腕骨を反転）；F, G, Kawanectes lafquenianum；
H, Brancasaurus brancai（＝“Gronausaurus wegneri ”）；I, Dolichorhynchops osborni（右大腿骨を反転）．略字：Hu, 上腕骨；Fe, 大腿骨．斜
線部は破断面を示す．

表3．つづき．
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する上で重要である．より詳細な分類が可能な追加資料
の発見が望まれる．

まとめ

本稿では，香川県東かがわ市の和泉層群引田層から産
出した長頸竜類化石（MNHAH D-1048038）を記載した．
本標本は近位端と遠位端が破損しているが，遠位に向か
うほど前後方向に広がり，背腹方向に薄く扁平な外形を
示すことから，長頸竜類の上腕骨もしくは大腿骨であり，
結節もしくは転子が骨頭から分離していることから成体の
ものと同定した．また，背側観における前縁が凹型に湾
曲しており，結節の幅が骨頭より狭く，背側面後方に位
置しているといった特徴はElasmosauridaeとLeptocleidia
の幾つかの種の上腕骨や大腿骨にも見られる．このこと
から，本標本はそれらのクレードを包含し，白亜紀を通
して繁栄したXenopsariaの成体の上腕骨もしくは大腿骨
と同定した．これまでに発見された和泉層群産長頸竜類
化石は3点の遊離歯と1点の上腕骨であり，本標本は成体
であることが確認できる標本としては初めてのものであ
る．しかし，いずれも断片的な化石であることから，こ
の地域の長頸竜類相の解明には今後の資料の蓄積が待た
れる．
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